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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞死関連タンパク質キナーゼ3（DAPK3）は、哺乳類細胞で過剰発現すると、アポトーシスの形態変化を誘導する。これらの結果は、DAPK3がアポトーシス誘導において何らかの役割を果たしている可能性を示唆している。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：マグネシウム。,機能：アポトーシスの正の調節因子として働くセリン/スレオニンキナーゼ。有糸分裂中にセントロメアのヒストンH3の「Thr-11」をリン酸化します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 DAPキナーゼサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,細胞内局在：PAWRに結合すると細胞質に移動し、複合体はアクチンフィラメントと相互作用すると考えられる（類似性による）。前期から後期にかけてセントロメアに結合する。,サブユニット：ホモ二量体、またはATF4とヘテロ二量体を形成する。どちらの相互作用にもロイシンジッパードメインが損傷していないことが必要であり、完全な酵素活性を得るにはオリゴマー化が必要である。DAXXおよびPAWRにも結合し、おそらく三量体複合体を形成してカスパーゼ活性化に関与する。AATFおよびCDC5Lと相互作用する。,
	研究分野
	がんの経路;膀胱がん;
	画像データ
	

	DAPK3（リン酸化Thr265）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	DAPK3（リン酸化Thr265）抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	DAPK3（リン酸化Thr265）抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化DAPK3（T265）ポリクローナル抗体を用いたHuvEc細胞のウェスタンブロット解析

